
多機能電話機「e音IPフォン」を利用

することで、従来の固定電話を遥かに

超えた高音質の通話も可能となる。

次に②の「柔軟なコミュニケーショ

ン」については、ソフトフォンのプレ

ゼンス機能により実現。外出先や出張

先等、相手の状態に応じ、電話やeメ

ール、映像通信等のコミュニケーショ

ン手段をリアルタイムで選択できる。

また、SIPやH.323、レガシーイン

ターフェースにも対応。マルチプロト

コルの混在環境でも、端末をシームレ

スに接続できる。これにより既存

PBX、H.323ベースのVoIPゲートウ

ェイ、IP-PBX環境とシームレスに融

合。段階を踏んだマイグレーションが

可能だ。

③の信頼性については、大規模IP

セントレックスの運用にも耐える高信

頼性を実現。沖電気工業が提唱する

「eネットアーキテクチャ」に基づき、

単一拠点内での利用から、多数の拠点

を収容する大規模IPセントレックス

までをカバーする機能を備える。

その1つが「サバイバルボックス機

能」だ。

これは、万が一ネットワークに障害

が発生しても、各拠点に設置されたサ

バイバルサーバーが自立的に拠点内の

PBX機能を継承、通信の遮断を回避

するものだ。また、沖電気工業が運営

する「IP電話普及推進センタ」のIP

電話音質常時監視サービス・IP電話

セキュリティサービスと組み合わせる

ことで高品質なIP電話通信を維持で

きる。

れにより、企業の情報システム部門を

はじめ、SIベンダーの技術者は新たに

VoIPスキルを修得しなくても、簡単

に既存アプリケーションとリアルタイ

ムコミュニケーションを連携できる。

千村バイスプレジデントは、「こう

した仕組みにより、アプリケーション

ベンダーやシステムインテグレーター

等の販売サイドからも“自社独自の付

加価値提案ができる商材”として注目

をされています」と語る。

今後、コスト削減から経営課題を解

決するVoIP/IP電話システムに対する

ニーズは一層の高まりを見せていくだ

ろう。コミュニケーションと業務アプ

リケーションの柔軟な連携を実現する

SS9100の登場によって、情報通信融

合市場は一気に加速しそうだ。

柔軟なアプリ連携実現

アプリケーション連携は、SS9100

が最も強化したポイント。千村バイス

プレジデントは、「電話の側からイン

ターフェースを開示し、それに合わせ

たアプリケーションの開発をしてもら

うのではなく、アプリケーション側が

自在に連携できるAPIを用意していま

す。この点が従来のVoIP/IP電話シス

テムとの大きな違いです」と語る。

具体的には、業務アプリケーション

とVoIP/IP電話を柔軟に連携する仕組

みとして、マイクロソフト社の

「.NET Framework」や、BEAシス

テムズのアプリケーションサーバー

「WebLogic Server」の2つのアプリ

ケーションアーキテクチャに対応。こ
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「VoIPの可能性を最大限に引き出

し企業のオフィスコミュニケーション

を変革する」｜。先進的なVoIP製

品、ソリューションを提供し続けてき

た沖電気工業がVoIP/IP電話のあり方

を根底から変える新製品を発表した。

従来のIP-PBXとはコンセプトをまっ

たく異にするコミュニケーションサー

バー「IP CONVERGENCE Server

SS9100」だ。

業務効率、生産性向上を目的に、

ITを活用したオフィス業務の抜本的

な改革が多くの企業によって進められ

ている。だが、各業務プロセスを円滑

に遂行するための人と人とのコミュニ

ケーションは依然として従来型の電話

によるものがほとんど。企業ネットワ

ークのIP化に伴い、基幹業務アプリ

ケーションが提供する情報処理機能

と、電話を代表とする通信機能をいか

に効率的に融合するかが、新たな課題

として急浮上してきた。

こうした課題を解決するのが、情報

と通信を同じネットワークで処理する

VoIP/IP電話システムだ。

だが、多くの企業では、VoIP/IP電

話システムの導入目的をコスト削減の

ェアプラットフォームやOS、プログ

ラム言語を問わずに多種多様な業務ア

プリケーションとの連携を可能として

いる。

千村バイスプレジデントは、

「SS9100は3つのキーワードを具現化

しています」と語る。それが①

Rich：豊かなコミュニケーション、

②Flexible：柔軟なコミュニケーショ

ン、③Reliable ：信頼性の高いコミ

ュニケーション｜だ。

①は、通信手段や通信ツールの壁を

越えたコミュニケーション環境の実現

を意味する。

具体的には、電話をはじめ、FAX、

eメール、テレビ会議等の既存コミュ

ニケーション手段、さらにはアプリケ

ーションの画面共有や基幹業務システ

ム上で動く各種業務プロセス間をリア

ルタイムコミュニケーションで連携す

る。また、沖電気工業が開発したIP

みに求めているのが現状だ。その理由

を沖電気工業・IPソリューションカ

ンパニーの千村保文バイスプレジデン

トは、「IP化による情報と通信の融合

が急ピッチで進んでいるとはいえ、両

者の間には未だに大きな隔たりがあり

ます。既存のVoIP/IP電話システム

が、従来の電話をベースに開発されて

きたためです」と説明する。ビジネス

プロセスの改革がコンピューター側か

らなされている中で、真の情報通信融

合を実現していくには、従来のPBX

機能を継承しながらも、根底から発想

を変えたコンピュータベースのコミュ

ニケーションシステムが必要となって

いるというのだ。

こうしたコンセプトに基づき、沖電

気工業が今年2月に発表したのが、

「 IP CONVERGENCE Server

SS9100」だ。

3つのキーワードを具現化

SS9100は、同社が提供してきたIP-

PBXの信頼性や数多くのサービス機

能、VoIP製品の豊富な導入実績に基

づくセキュリティやネットワーク構築

のノウハウを継承。加えて、ハードウ

VoIP/IP電話とアプリ融合を強化
企業の業務改革支援する「SS9100」
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国内VoIPトップベンダー、沖電気工業が満を持して発表した新製品が「IP CONVERGENCE
Server SS9100」だ。最大の特徴は「.NET」「java」の二つのアーキテクチャ採用による既存業
務アプリケーションとの高い親和性にある。
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基幹業務アプリケーションシステム群 

テレビ会議 
（MS） 

経営資源利用 
（ERP） 

工程管理 
（SCM） 

知識管理 
（KS） 

顧客情報管理 
（CRM） 

アプリケーション統合（EAI/EBP） 

キャリア 
ネットワーク 

マイオフィス 
環境 

IP電話網（050） 

PSTN

携帯電話網 

インターネット 

PDA

Hot-Spot

IP CONVERGENCE Server SS9100

端末 
Soft Phone

  固定端末 
（SIP-TEL、e音） 

無線（IP-CS、 
PHS、IP携帯） 

既存（MKT、CS/PHS、 
アナログ、FAX） 

保守・運用管理 
（OSS） 

企業網 

IP網 

DISCOVERY01 
IPStageEX100 
IVGシリーズ 

レガシPBX 
ボタン電話 

図　SS9100が実現するネットワークソリューション 
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